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徳
島
県
で
は
、
毎
年
農
作
業
に
よ

る
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。

今
年
も
秋
の
収
穫
期
に
高
齢
の
男

性
が
機
械
の
下
敷
き
に
な
り
亡
く
な

る
な
ど
後
を
絶
た
な
い
状
況
に
あ
る
。

本
県
は
、
狭
隘
な
田
畑
や
傾
斜
地

が
多
く
、
農
業
就
業
者
の
高
齢
化
が

進
ん
で
お
り
、
ま
た
、
農
機
具
が
大

型
化
・
高
性
能
化
し
て
い
る
こ
と
が

農
作
業
事
故
の
発
生
要
因
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
人
の
安
全
技
師
ハ
イ
ン

リ
ッ
ヒ
は
、
「１
つ
の
重
大
事
故
の
下

に
は
２
９
の
軽
傷
事
故
が
あ
り
、
３

０
０
件
の
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
が
あ
る

（
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則
）
。
」
と

警
告
し
て
い
る
。

こ
の
「
１
対
２
９
対
３
０
０
」
で

表
さ
れ
る
比
率
は
、
非
常
に
高
い
確

率
で
重
大
事
故
を
招
く
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。
日
常
、
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ

ト
の
状
態
ま
で
い
か
な
い
も
の
の
、

不
安
全
な
状
態
や
行
為
に
な
る
と
、

相
当
な
件
数
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
「い
つ
も
や
っ
て
い
る

こ
と
だ
か
ら
」、
「今
ま
で
平
気
だ
っ

た
の
で
」
と
い
う
不
安
全
な
行
為
が

ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
を
飛
び
越
え
て
一

気
に
重
大
事
故
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
と
常
に
意
識
し
て
、
農
作
業
事
故

を
防
ぎ
た
い
も
の
だ
。

（Ｋ
・Ｏ
）

平成22年度農業委員研修会を開催

徳
島
県
農
業
会
議
（四
宮
肇

会
長
）は
、
昨
年
12
月
に
農
地

法
等
改
正
法
が
施
行
、
３
月

に
は
第
３
次
「
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
計
画
」
が
策
定
さ

れ
、
戸
別
所
得
補
償
制
度
の

創
設
や
農
業
・
農
村
の
６
次

産
業
化
な
ど
に
向
け
た
新
た

な
農
政
が
動
き
出
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
９
月
６
日
～
８

日
の
３
日
間
阿
南
市
・
徳
島

市
・
東
み
よ
し
町
の
３
会
場

で
県
内
の
農
業
委
員
な
ど
３

５
８
人
が
出
席
し
て
「
平
成

22
年
度
農
業
委
員
研
修
会
」

が
開
か
れ
た
。

こ
の
研
修
で
は
、
新
た
な

「
基
本
計
画
」
が
10
年
後
の

食
料
自
給
率
目
標
を
50
％
に

引
き
上
げ
た
こ
と
や
、
農
業

者
の
公
的
代
表
で
あ
る
農
業

委
員
会
が
公
平
・
公
正
か
つ

適
正
に
地
域
の
農
地
を
管
理

し
、
有
効
利
用
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
背
景
に
、
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
の
実
施
や
農
地

利
用
集
積
の
推
進
活
動
を
中

心
と
し
て
、
「行
動
す
る
農
業

委
員
会
」を
確
立
す
る
た
め
、

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・

解
消
、
優
良
農
地
の
確
保
と

有
効
利
用
の
取
り
組
み
を
今

後
さ
ら
に
強
化
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も

の
。
研
修
内
容
は
、
①
農
業

委
員
会
を
取
り
巻
く
情
勢
と

期
待
さ
れ
る
活
動
、
②
農
地

法
改
正
後
の
農
地
転
用
の
事

務
処
理
、
③
改
正
さ
れ
た
相

続
税
の
納
税
猶
予
制
度
の
概

要
、
④
耕
作
放
棄
地
対
策
の

推
進
、
⑤
農
地
保
有
合
理
化

事
業
の
推
進
、
⑥
農
業
者
年

金
の
加
入
推
進
の
６
項
目
で

参
加
者
は
熱
心
に
聴
講
し
て

い
た
。

（
A4
判
・
48
頁
・
５
０
０
円
）



建
議
は
、
市
町
村
農
業
委
員
会
の

意
見
・
提
言
や
、
常
任
会
議
員
会
議

で
の
検
討
等
を
踏
ま
え
、
県
が
昨
年

９
月
に
策
定
し
た
「
農
林
水
産
基
本

計
画
」
に
沿
っ
て
取
り
ま
と
め
た
も

の
で
、
県
が
翌
年
度
の
予
算
編
成
に

向
け
て
具
体
的
な
議
論
を
開
始
す
る

タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
建
議
を
行

い
、
基
幹
産
業
と
し
て
飛
躍
す
る
徳

島
県
農
業
の
実
現
に
向
け
て
更
に
積

極
的
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
、
と
の

思
い
を
込
め
て
実
施
し
た
も
の
で
あ

る
。
建
議
の
内
容
は
、
農
業
資
材
の

高
騰
や
農
産
物
価
格
の
低
迷
等
に
よ

る
農
業
所
得
の
低
下
、
農
業
就
業
者

の
高
齢
化
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
等
、

厳
し
い
農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
環

境
を
踏
ま
え
、
「食
糧
自
給
率
の
向
上
」、

「戸
別
所
得
補
償
制
度
の
推
進
」、
「と

く
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
」、
「砂
地

畑
農
業
へ
の
支
援
」、
「口
蹄
疫
等
家

畜
伝
染
病
対
策
の
推
進
」、
「新
た
な

担
い
手
の
確
保
対
策
の
推
進
」、
「農

業
委
員
会
組
織
の
体
制
整
備
」
等
29

項
目
に
も
及
ぶ
政
策
提
案
と
な
っ
て

い
る
。

四
宮
会
長
が
建
議
の
内
容
を
説
明
、

そ
の
後
、
知
事
と
の
意
見
交
換
も
行

い
、
常
任
会
議
員
か
ら
知
事
に
対
し

て
「
温
暖
化
を
前
提
と
し
た
品
種
改

良
等
の
試
験
研
究
の
取
り
組
み
」
、

「新
規
就
農
者
等
へ
の
支
援
」
に
つ

い
て
要
望
も
行
っ
た
。
飯
泉
知
事
か

ら
は
、
「農
業
は
本
県
の
基
幹
産
業
。

今
、
百
年
に
一
度
の
経
済
危
機
で
あ

る
が
、
農
業
に
と
っ
て
新
規
就
農
者

を
確
保
す
る
た
め
の
千
載
一
遇
の
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
。
い
か
に
農
業
に
参
入

し
て
い
た
だ
く
か
、
農
業
の
魅
力
を

発
信
す
る
た
め
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
等
で

し
っ
か
り
と
取
り
組
み
た
い
。
」
と

の
力
強
い
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
建
議
終
了
後
に
森
農
林
水
産

部
長
を
は
じ
め
、
農
林
水
産
部
の
幹

部
の
方
々
と
意
見
交
換
（
写
真
左
・

右
下
）
を
行
い
、
出
席
し
た
常
任
会

議
員
か
ら
「
米
か
ら
野
菜
へ
転
換
す

る
た
め
、
ほ
場
の
客
土
へ
の
支
援
を

お
願
い
し
た
い
。
」、
「畜
産
の
振
興

を
図
る
た
め
に
は
自
給
飼
料
の
確
保

が
必
要
。
耕
作
放
棄
地
を
集
約
化
し
、

大
型
機
械
が
入
る
よ
う
に
配
慮
を
お

願
い
し
た
い
。
」、
「鳥
獣
被
害
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
」、

「徳
島
版
ギ
ャ
ッ
プ
制
度
へ
の
取
り

組
み
を
お
願
い
し
た
い
。
」、
「新
規

就
農
者
を
確
保
す
る
た
め
、
Ｉ
タ
ー

ン
の
受
け
皿
づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
。
」、

「次
年
度
の
戸
別
所
得
補
償
制
度
の

動
き
を
教
え
て
ほ
し
い
。
」等
の
要
望
・

意
見
が
あ
り
、
農
林
水
産
部
の
幹
部

の
方
々
か
ら
要
望
・
意
見
に
対
す
る

対
応
、
今
後
の
取
り
組
み
等
の
説
明

が
あ
っ
た
。
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平
成
23
年
度
徳
島
県
重
点
農
業
施
策
を
建
議

徳
島
県
農
業
会
議
は
、
四
宮
会
長
を
は
じ
め
11
名
の
常
任
会

議
員
が
去
る
９
月
22
日
に
県
庁
を
訪
問
し
、
飯
泉
知
事
に
面
会

し
て
「
平
成
23
年
度
徳
島
県
重
点
農
業
施
策
に
関
す
る
建
議
」

を
行
っ
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。



昨
年
12
月
か
ら
「
新
た
な
農
地
制

度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
農
業
委
員
会

が
担
う
業
務
と
役
割
は
質
量
と
も
大

幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

そ
の
主
な
も
の
に
は
、
毎
年
の
農

地
の
利
用
状
況
調
査
や
遊
休
農
地
の

是
正
指
導
権
限
の
強
化
、
相
続
等
に

よ
る
農
地
の
権
利
取
得
の
届
け
出
の

受
理
や
農
地
の
借
賃
情
報
の
提
供
な

ど
が
上
げ
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

事
務
処
理
を
円
滑
か
つ
適
正
に
執
行

し
て
い
く
た
め
に
は
、
農
業
委
員
会

の
体
制
整
備
と
そ
の
活
動
に
対
す
る

支
援
が
極
め
て
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。そ

の
た
め
国
で
は
、
地
方
交
付
税

交
付
金
の
積
算
基
礎
に
あ
る
農
業
委

員
会
の
職
員
給
与
費
の
基
準
財
政
需

要
額
に
つ
い
て
、
現
行
の
３
人
か
ら

５
人
に
増
額
を
行
う
と
と
も
に
、
新

た
な
事
務
処
理
に
対
す
る
支
援
策
と

し
て
、
本
年
度
よ
り
農
地
制
度
実
施

円
滑
化
事
業
を
創
設
し
、
農
業
委
員

会
活
動
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
交
付
金
や
補

助
事
業
に
つ
い
て
、
本
年
度
に
入
る

ま
で
、
具
体
的
な
内
容
が
分
か
ら
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
全
国
の
多
く

の
農
業
委
員
会
が
当
初
予
算
に
事
業

費
を
計
上
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
本
県
の
事
業
実
施
農

業
委
員
会
に
お
い
て
も
、
事
業
着
手

が
大
幅
に
遅
れ
る
と
と
も
に
、
補
正

予
算
で
の
対
応
が
困
難
な
市
町
村
に

お
い
て
は
事
業
実
施
を
見
合
わ
せ
る

と
こ
ろ
も
出
て
き
ま
し
た
。

徳
島
県
農
業
会
議
に
お
い
て
は
、

平
成
23
年
度
の
国
の
概
算
要
求
が
明

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
農
業
委

員
会
の
体
制
整
備
と
活
動
強
化
を
図

る
た
め
、
23
年
度
の
事
業
費
の
確
保

に
向
け
た
働
き
か
け
を
各
農
業
委
員

会
で
実
施
し
て
い
た
だ
く
よ
う
各
種

会
議
の
中
で
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

一
方
、
新
た
な
農
地
制
度
を
中
心

的
に
担
う
農
業
委
員
会
に
対
し
、
農

業
以
外
か
ら
は
「
農
地
法
等
の
審
議

が
形
骸
化
し
て
い
る
」
「
外
部
か
ら

の
農
業
参
入
者
に
必
要
以
上
に
厳
し

い
」
な
ど
、
法
の
公
平
・
公
正
な
運

用
に
問
題
が
あ
る
等
の
指
摘
が
あ
る

こ
と
や
、
農
地
の
利
用
集
積
、
そ
の

他
農
地
の
効
率
的
な
利
用
促
進
に
向

け
た
活
動
に
お
い
て
も
農
業
委
員
会

ご
と
に
大
き
な
差
が
あ
り
、
農
業
委

員
会
の
活
動
が
見
え
に
く
い
等
の
厳

し
い
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
農
業
委
員
会
組
織
の
存
在
意
義

に
関
わ
る
問
題
と
し
て
真
摯
に
受
け

止
め
、
改
め
て
適
正
な
事
務
実
施
を

確
保
し
て
い
く
取
り
組
み
を
強
化
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
農
業

委
員
会
の
適
正
な
事
務
実
施
に
つ
い

て
」（平
成
21
年
１
月
23
日
付
け
20
経

営
第
５
７
９
１
号
農
林
水
産
省
経
営
局

長
通
知
）で
、
具
体
的
に
指
導
さ
れ

て
お
り
、
徳
島
県
農
業
会
議
と
し
て

も
農
業
委
員
会
の
会
長
事
務
局
長
会

議
や
巡
回
指
導
等
を
通
じ
て
繰
り
返

し
要
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
不
充

分
な
点
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
次
に
掲
載
し
ま
す
。

▽
審
議
の
透
明
性
の
向
上
、
公
平
・

公
正
性
の
確
保

〈
農
地
法
に
基
づ
く
許
可
等
〉

総
会
等
に
お
け
る
審
議
に
あ
た
っ

て
は
、
申
請
書
等
に
記
載
さ
れ
た
内

容
が
審
査
基
準
に
適
合
す
る
か
否
か

の
判
断
を
、
審
査
基
準
の
項
目
ご
と

に
区
分
し
て
実
施
し
、
併
せ
て
そ
れ

ぞ
れ
項
目
ご
と
の
判
断
基
準
を
明
確

化
す
る
こ
と
。

市
町
村
個
人
情
報
保
護
条
例
等
に

留
意
の
上
、
審
議
過
程
の
全
て
を
要

約
す
る
こ
と
な
く
、
詳
細
に
記
し
た

議
事
録
を
作
成
し
、
縦
覧
。
併
せ
て
、

市
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り

公
表
す
る
こ
と
。

〈
遊
休
農
地
へ
の
指
導
〉

必
要
な
是
正
指
導
を
確
実
に
実
施

し
、
管
内
の
遊
休
農
地
の
面
積
及
び

筆
数
、
農
業
委
員
会
の
指
導
件
数
及

び
改
善
状
況
等
に
つ
い
て
市
町
村
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
す
る
こ
と
。

〈
農
業
生
産
法
人
へ
の
指
導
〉

管
内
の
農
業
生
産
法
人
か
ら
の
事

業
状
況
報
告
の
徹
底
と
そ
の
指
導
に

つ
い
て
市
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
公
表
す
る
こ
と
。

▽
目
標
の
設
定
、
活
動
計
画
の
策
定

認
定
農
業
者
等
担
い
手
の
育
成
・

確
保
や
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集

積
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
等
に
つ
い

て
、
地
域
の
農
業
者
か
ら
の
意
見
等

を
踏
ま
え
て
、
目
標
及
び
そ
の
達
成

の
た
め
の
活
動
計
画
を
策
定
し
、
市

町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
す

る
こ
と
。

▽
点
検
・
評
価
の
実
施

活
動
内
容
を
農
業
委
員
会
自
ら
が

点
検
・
評
価
す
る
と
と
も
に
、
地
域

の
農
業
者
か
ら
意
見
を
募
集
し
、
そ

の
結
果
を
国
へ
報
告
す
る
こ
と
。

こ
の
よ
う
に
、
新
た
な
農
地
制
度

を
担
う
農
業
委
員
会
組
織
に
求
め
ら

れ
る
役
割
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
私
た
ち
農

業
委
員
会
組
織
に
関
わ
る
１
人
１
人

が
そ
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
十
分
理

解
し
、
自
覚
を
持
っ
て
適
正
な
事
務

実
施
を
行
う
よ
う
心
が
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
今
後
も
地
域
の
農
業
者

か
ら
信
頼
さ
れ
頼
り
に
さ
れ
る
農
業

委
員
会
組
織
を
確
立
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
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農
業
委
員
会
の
体
制
整
備
と
活
動
強
化

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

の
調
製
（日
程
）に
つ
い
て

農
業
委
員
会
の
選
挙
人
名
簿
に
つ

い
て
は
、
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員

会
が
有
権
者
の
申
請
に
基
づ
い
て
毎

年
１
月
１
日
現
在
で
選
挙
資
格
を
調

査
し
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
き
、
２
月
20
日
ま
で
に
調

製
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
有
権
者
は
申
請
書
を

１
月
10
日
ま
で
に
農
業
委
員
会
を
経

由
し
て
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会

に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
農
業
委
員

会
は
１
月
31
日
ま
で
に
申
請
書
を
審

査
し
て
選
挙
管
理
委
員
会
に
送
付
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
い
て
は
、
平
成
23
年
１
月
10
日

（
月
）
は
祝
日
（
成
人
の
日
）
で
、

市
町
村
の
役
所
は
閉
庁
と
な
っ
て
お

り
、
農
業
委
員
会
で
の
申
請
書
の
受

付
及
び
選
挙
管
理
委
員
会
へ
の
申
請

書
の
送
付
の
期
限
の
取
扱
い
に
つ
い

て
は
、
国
に
お
い
て
次
の
と
お
り
整

理
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
留
意

下
さ
い
。

▽
申
請
書
の
提
出
期
限
（
１
月
10
日
）

の
取
扱
い

提
出
期
限
の
１
月
10
日
（
月
）
は

変
更
で
き
な
い
の
で
、
注
意
願
い
た

い
。
こ
の
た
め
、
農
業
委
員
会
に
お

い
て
は
、
で
き
る
限
り
１
月
７
日

（
金
）
ま
で
に
提
出
す
る
よ
う
申
請

者
に
周
知
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。



農
業
委
員
会
系
統
組
織
で
は
、

平
成
11
年
度
か
ら
「
農
業
委
員
会

と
認
定
農
業
者
等
と
の
意
見
交
換

会
」
を
「
地
域
農
業
再
生
運
動
」

（
現
在
は
、
「新
・
農
地
と
担
い
手

を
守
り
活
か
す
運
動
」
）
の
中
で
、

農
業
委
員
会
の
認
定
農
業
者
等
担

い
手
に
対
す
る
具
体
的
な
支
援
を

講
ず
る
基
礎
的
な
取
り
組
み
と
し

て
位
置
づ
け
、
全
国
の
農
業
委
員

会
で
昨
年
度
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
経
緯
が
あ
る
。
こ
の
間
、
こ
の

意
見
交
換
会
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ

た
「
認
定
農
業
者
の
声
」
は
毎
年

５
月
に
開
催
さ
れ
る
全
国
農
業
委

員
会
会
長
大
会
に
お
い
て
「
政
策

提
案
」
と
し
て
集
約
さ
れ
、
そ
の

多
く
は
次
年
度
の
農
業
関
係
予
算

や
税
制
に
反
映
さ
れ
て
き
た
。

今
、
農
業
団
体
等
の
在
り
方
が

繰
り
返
し
問
わ
れ
る
中
で
、
農
業

委
員
会
組
織
も
社
会
的
役
割
を
再

認
識
し
、
原
点
に
立
ち
返
っ
た
活

動
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た

め
に
は
農
村
現
場
の
声
を
集
約
し

具
体
的
な
政
策
等
に
反
映
さ
せ
る

取
り
組
み
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
農
林
水
産
省
は
「
農
業

委
員
会
の
適
正
な
事
務
実
施
に
つ

い
て
」
（21
年
１
月
23
日
付
け
経
営

局
長
通
知
）に
お
い
て
、
法
令
業
務

の
透
明
性
の
向
上
、
公
正
・
公
平

性
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
地

域
の
課
題
に
応
じ
た
農
業
振
興
業

務
に
つ
い
て
活
動
計
画
を
た
て
、

自
ら
点
検
・
評
価
し
、
そ
の
内
容

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
住
民
に
農
業

委
員
会
の
活
動
に
対
し
て
理
解
を

求
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
農
業
委
員
会
組
織

で
は
、
従
来
実
施
し
て
き
た
「
農

業
委
員
会
と
認
定
農
業
者
と
の
意

見
交
換
会
」
を
各
農
業
委
員
会
が

直
面
し
て
い
る
課
題
等
に
焦
点
を

当
て
た
「
農
業
者
等
と
の
意
見
交

換
会
」
に
組
み
替
え
し
、
対
象
を

認
定
農
業
者
に
限
定
せ
ず
幅
広
い

農
業
者
と
意
見
交
換
を
行
う
よ
う

に
実
施
要
領
等
が
変
更
さ
れ
た
と

こ
ろ
だ
。
ま
た
、
開
催
の
時
期
や

意
見
交
換
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
、

各
農
業
委
員
会
で
自
由
に
設
定
で

き
る
こ
と
と
し
、
全
て
の
農
業
委

員
会
で
、
年
１
回
以
上
取
り
組
む

よ
う
に
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

意
見
交
換
会
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

農
業
委
員
会
の
市
町
村
長
に
対
す

る
建
議
や
意
見
の
公
表
等
に
活
用

す
る
と
と
も
に
、
県
農
業
会
議
が

行
う
県
知
事
へ
の
建
議
、
全
国
農

業
会
議
所
の
政
策
提
案
に
も
反
映

さ
せ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

徳
島
県
農
業
会
議
と
し
て
、
こ

う
し
た
取
り
組
み
を
推
し
進
め
て

い
く
こ
と
で
、
農
業
委
員
会
が
地

域
の
農
業
者
を
は
じ
め
と
す
る
地

域
住
民
か
ら
の
信
頼
を
高
め
、
地

域
農
業
の
発
展
に
無
く
て
は
な
ら

な
い
組
織
と
し
て
再
認
識
さ
れ
る

よ
う
そ
の
活
動
を
支
援
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

平
成
22
年
度
農
の
雇
用
事
業

第
２
回
目
募
集
始
ま
る

▽
農
の
雇
用
事
業
と
は

全
国
農
業
会
議
所
（
全
国
新
規

就
農
セ
ン
タ
ー
）
が
実
施
す
る
農

業
経
営
体
に
対
す
る
助
成
事
業
で
、

新
規
就
業
者
を
新
た
に
雇
用
し
、

生
産
技
術
や
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習

得
さ
せ
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
修
な
ど
を
実

施
す
る
場
合
に
、
研
修
経
費
の
一

部
（
月
額
９
万
７
千
円
を
上
限
）

を
助
成
す
る
も
の
。
今
回
の
募
集

は
、
本
年
度
に
な
っ
て
第
２
回
目

の
募
集
で
、
募
集
期
間
は
10
月
１

日
か
ら
10
月
22
日
ま
で
の
期
間
で
、

本
年
４
月
１
日
～
11
月
30
日
ま
で

に
新
規
就
業
者
を
正
規
従
業
員
と

し
て
雇
用
し
た
農
業
経
営
体
を
助

成
対
象
と
し
て
い
る
。

▽
正
規
従
業
員
の
主
な
要
件

雇
用
期
間
に
定
め
が
な
い
こ
と
、

週
35
時
間
以
上
勤
務
す
る
こ
と
、

過
去
に
申
請
先
経
営
体
と
雇
用
関

係
が
な
い
こ
と
（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・

ア
ル
バ
イ
ト
勤
務
を
含
む
）
、
過

去
の
農
業
就
業
経
験
が
３
年
未
満

で
あ
る
こ
と
等
が
要
件
。

▽
農
業
経
営
体
の
主
な
要
件

雇
用
保
険
・
労
災
保
険
に
加
入

す
る
こ
と
、
税
務
署
へ
所
得
税
の

納
付
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
同
時

期
に
農
の
雇
用
事
業
と
重
複
す
る

他
の
助
成
（
補
助
）
を
受
け
て
い

な
い
こ
と
、
新
規
就
業
者
が
農
業

法
人
等
の
代
表
の
３
親
等
以
内
の

親
族
で
な
い
こ
と
等
が
要
件
。

▽
こ
れ
ま
で
の
農
の
雇
用
事
業

20
年
度
以
降
こ
れ
ま
で
の
４
回
の

募
集
で
69
事
業
所
の
80
人
を
採
択
。

今
回
の
募
集
で
は
、
現
在
14
事
業

所
16
人
が
応
募
し
て
い
る
。
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農
業
者
等
と
の
意
見
交
換
会
の
実
施
を

「農業代表者との意見交換会」（平成22年1月22日､徳島市農業委員会）



 

こ
ん
に
ち
は
。
日
本
政
策
金
融
公

庫
徳
島
支
店
農
林
水
産
事
業
で
す
。

長
か
っ
た
暑
さ
も
去
り
、
秋
の
深

ま
り
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た

が
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。

今
回
は
10
月
か
ら
正
式
に
取
扱
が

始
ま
り
ま
し
た
農
業
改
良
資
金
と
、

ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
の
紹
介
を

い
た
し
ま
す
。

農
業
改
良
資
金
の
取
扱
い
が
始

ま
り
ま
し
た

前
回
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
、

日
本
政
策
金
融
公
庫
で
は
10
月
１
日

よ
り
農
業
改
良
資
金
の
取
扱
い
を
開

始
い
た
し
ま
し
た
。

農
業
改
良
資
金
は
、
昭
和
31
年
に

創
設
さ
れ
た
無
利
子
の
制
度
資
金
で
、

農
産
物
の
加
工
や
販
売
を
始
め
る
場

合
、
新
た
な
作
物
や
新
技
術
の
導
入

を
図
る
場
合
な
ど
、
農
業
者
の
皆
様

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
資
金
面
か
ら
支
援

す
る
融
資
制
度
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
都
道
府
県
が
融
資

し
て
い
ま
し
た
が
、
10
月
１
日
か
ら

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
農
業
改
良

資
金
を
日
本
公
庫
が
融
資
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

ご
融
資
の
相
談
は
公
庫
窓
口
の
ほ

か
、
県
内
の
委
託
金
融
機
関
及
び
徳

島
県
内
の
各
地
域
の
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

資
金
の
ご
利
用
に
は
、
貸
付
審
査

が
伴
い
ま
す
。
審
査
の
結
果
に
よ
り

ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
。

詳
し
く
は
当
公
庫
農
林
水
産
事
業

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
を
開

催
し
ま
し
た

８
月
３
日
、
４
日
に
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
で
「
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
２
０
１
０
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

来
場
者
数
は
２
日
間
で
１
万
３
千
人

を
超
え
、
皆
様
の
ご
協
力
を
も
ち
ま

し
て
、
大
盛
況
裏
に
無
事
終
了
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

次
回
は
大
阪
で
左
記
の
と
お
り
開

催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
出
展
を

ご
希
望
の
方
は
先
着
順
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
込
く
だ

さ
い
。

◇
開
催
期
間

２
０
１
１
年

２
月
15
日
～
16
日

◇
場
所

ア
ジ
ア
太
平
洋
ト
レ
ー
ド

セ
ン
タ
ー

詳
細
に
つ
い
て
は
当
公
庫
に
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
左
記
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

http://www.exhibitiontech.co

m/afx/index.html

「徳
島
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

レ
ン
ジ
メ
ッ
セ
２
０

１
０
」
へ
出
展

10
月
14
日
か
ら
３
日
間
、
徳
島
市

の
「
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
」
で
開
催

さ
れ
た
「
徳
島
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン

ジ
メ
ッ
セ
２
０
１
０
」
に
県
農
業
会

議
並
び
に
本
会
議
内
に
事
務
局
の
あ

る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
徳
島
県
有
機
農
産

物
認
証
協
会
」
が
出
展
し
、
県
民
に

新
た
な
農
地
制
度
や
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
制

度
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
に
パ
ネ
ル
展
示
や
各
種
資
料
の

無
料
配
布
、
無
料
相
談
を
実
施
し
た
。

３
日
間
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
会
場
を
訪
れ
る
県
民
も

通
常
の
年
よ
り
多
く
、
と
く
に
最
終

日
の
16
日
に
は
、
「
本
気
で
会
社
ゲ
ー

ム
」
と
題
し
た
中
学
生
か
ら
大
学
生

を
対
象
に
し
た
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
等

を
販
売
す
る
起
業
体
験
ブ
ー
ス
が
開

店
し
た
り
、
小
学
生
に
仕
事
を
体
験

し
な
が
ら
、
社
会
や
企
業
に
つ
い
て

学
ん
で
も
ら
う
「
小
学
生
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
」
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
会

場
は
若
者
や
親
子
連
れ
で
活
気
の
あ

る
も
の
と
な
っ
た
。

県
農
業
会
議
の
ブ
ー
ス
に
お
い
て

は
、
新
た
な
農
地
制
度
や
新
規
就
農

関
連
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
手
に
取
る

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
、
耕
作
放
棄
地
解

消
対
策
に
対
す
る
意
見
を
述
べ
る
農

業
者
、
ま
た
、
農
業
者
年
金
の
加
入

要
件
等
の
相
談
に
訪
れ
る
若
い
農
業

後
継
者
等
、
幅
広
い
県
民
が
訪
れ
た
。

な
か
で
も
、
耕
作
放
棄
地
の
活
用

に
関
心
を
寄
せ
る
一
般
県
民
が
多
く

「
耕
作
放
棄
地
を
借
り
入
れ
て
ヒ
マ

ラ
ヤ
サ
ク
ラ
の
花
木
を
栽
培
し
た
い

の
で
農
地
を
紹
介
し
て
欲
し
い
」
と

い
っ
た
要
望
や
、
「
小
区
画
の
農
園

と
し
て
一
般
利
用
で
き
な
い
か
」
と

い
う
よ
う
な
質
問
、
農
業
会
議
に
対

し
て
「
県
内
の
貸
借
希
望
の
農
地
情

報
を
一
元
管
理
し
て
欲
し
い
」
と
い

う
よ
う
な
要
望
等
も
あ
り
、
多
様
な

相
談
に
応
じ
た
３
日
間
と
な
っ
た
。
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日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
ま
で

日
本
政
策
金
融
公
庫
徳
島
支
店

農
林
水
産
事
業
農
業
食
品
課

０
８
８(

６
５
６)

６
８
８
０

徳
島
県
農
業
会
議
の
相
談
ブ
ー
ス

に
訪
れ
た
一
般
県
民

（「ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
」に
て
）



場所 対象者

１６日 新・農業人フェアー２０１０ 広島産業会館 新規就農･就業希望者

１８日 下半期情報会議 ホテル千秋閣 農業委員会職員

１８日 徳島県農業会議第３６１回常任会議員会議 徳島合同庁舎会議棟 常任会議員

２１日 平成22年度市町村農業委員会事務局長会議 ホテル千秋閣 農業委員会事務局長

２５日～２６日 西日本ブロック農政・農地主任者会議 那覇市 農業会議農政・農地主任者

　１日～　２日 下期全国農業図書西日本ブロック会議 岡山市 出版事業主任者等

　４日 都道府県農業会議会長会議 ルポール麹町 農業会議会長

　８日 徳島県農業会議職員採用第２次試験 県林業センター １次試験合格者

１０日～１１日 第１３回全国農業担い手サミットｉｎしまね 出雲市 認定農業者等

１２日・１５日 農業者年金監査指導 松茂町、上勝町、那賀町 農業委員会、農協

１４日 新・農業人フェアー２０１０ 梅田スカイビル 新規就農･就業希望者

１６日 農業法人若手勉強会 センチュリープラザホテル 次期経営者、幹部社員等

１７日～１８日 農業法人全国秋季セミナーｉｎふくい あわら市 農業法人経営者

１８日 徳島県農業会議第３６２回常任会議員会議 徳島合同庁舎会議棟 常任会議員

１９日 全国農業会議所理事会 都市センターホテル 役員県農業会議会長

２５日 県南部農業委員会連絡協議会 小松島市ミリカホール 県南部農業委員会関係者

　１日 農業者年金加入促進セミナー 浅草ビューホテル 農業委員会関係者等

　２日 全国農業委員会会長代表者集会 九段会館 農業委員会会長等

１８日 第２回日本農業技術検定 ホテル千秋閣 法人等雇用新規就業者等

２０日 徳島県農業会議第３６３回常任会議員会議 徳島合同庁舎会議棟 常任会議員

12月

徳島県農業会議等の行事予定

会議等の行事予定

10月

11月

単位：㎡

住　　宅 植　　林 倉　　庫 資材置場 駐車場 農用施設 道　　路 工　　場 砂利採取 その他 合　　計

７月 8,920 0 0 4,221 8,227 485 197 0 2,767 6,230 31,047

８月 17,101 99 359 6,568 9,875 2,375 113 0 0 4,460 40,950

９月 7,460 0 173 923 6,943 4,489 163 0 0 6,080 26,231

合計 33,481 99 532 11,712 25,045 7,349 473 0 2,767 16,770 98,228

農地法第４条・第５条転用許可の面積

農
地
転
用
許
可
制
度
マ
ニ
ュ
ア
ル

農
家
等
へ
の
説
明
な
ど
に
最
適
！

農
地
転
用
許
可
制
度
の
内
容
、
許

可
方
針
、
許
可
事
務
の
流
れ
、
農
用

地
区
域
内
の
農
地
の
転
用
な
ど
を
解

説
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
書
で
す
。

【
定
価
】

４
５
０
円

【
規
格
】

A4
判

28
頁

農
地
の
利
用
集
積
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

農
業
委
員
や
集
落
の
リ
ー
ダ
ー
等
の

研
修
会
用
な
ど
に
最
適
！

地
域
の
有
効
な
農
地
利
用
に
向
け

た
話
し
合
い
等
の
際
に
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
冊
子
で
す
。

【
定
価
】

５
０
０
円

【
規
格
】

A4
判

48
頁
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全
国
農
業
新
聞
の

普
及
拡
大
を

全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
者
の
公

的
利
益
代
表
機
関
で
あ
る
農
業
委
員

会
系
統
組
織
が
発
行
す
る
週
刊
の
農

業
専
門
紙
で
す
。
農
業
委
員
と
農
業

者
、
農
業
者
と
地
域
住
民
・
消
費
者
、

農
村
と
都
市
の
絆
を
強
め
る
た
め
の

「
か
け
は
し
」
と
し
て
、
普
及
・
拡

大
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

購
読
料

月
額

六
百
円

発

行

毎
週
金
曜

お
申
込
み
は
農
業
委
員
会
へ

あ

と

が

き

「かけはし21」第19号について

本年度「農の雇用事業」第２回目募集は、今月22日が締め

切りとなっている。現在、新規就業者16人が応募しているが、

これまで80人が採択され、雇用型の就農促進に大きな原動力

となっている。助成期間は１年だが、短期的な労働力を確保

するための助成ではない。長期的な人材育成の視点から有

効に活用し、地域農業の担い手として育てて欲しい。（Ｔ・Ｍ）

徳島県農業会議へのお問い合せ
TEL（088)621-3054 fax（088)655-8364
URL http://www.tokukaigi.or.jp
mail home@tokukaigi.or.jp

新
刊
農
業
図
書
紹
介

徳
島
県
農
業
会
議
常
任
会
議
員

会
議
で
処
理
し
た
農
地
法
第
４
条
・

第
５
条
の
転
用
許
可
面
積
は
左
表

（
７
月
～
９
月
）
の
と
お
り
と
な

り
ま
し
た
。


